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ニコランジル SG-75 の開発 
最先端よりも根と幹に意を注ごう 
 








• 医学系研究科 分子薬理学分野 教授 








































８位 腎不全 2.0% 
























































































金額（円） 人数 計 
1    1 1  
10   3 30  
100   10 1,000  
1,000   22 22,000  
10,000  10 100,000  
100,000  3 300,000  
1,000,000  1 1,000,000  
 
合計  50 1,423,031  
平均   28,461円  
 人数 計 
0  1 0  
1  3 3  
2  10 20  
3  22 66  
4  10 40  
5  3 15  
6   1 6 
  
合計 50 150 
平均  3  





































Abnormal posture in mouse given morphine 
Luellmann, Heinz et al: 







薬理作用 有害(中毒)作用 致死作用 
小量 大量 
用量 治療量 （極量） 
無効量 有効量 中毒量 致死量 
最小有効量 最小中毒量 最小致死量 





















–オータコイド autacoid 系 
–免疫immune系  
• 細胞内情報伝達系 









 神経細胞 neuronは電気的にコントロールされた分泌を行う細胞。 














cAMP ← ATP 





 ネットワーク。 フィードバック 




























『まんが医学の歴史』茨木保 医学書院, 2008  
『薬の散歩道－薬理学入門』 仁木一郎 メディカル･サイエンス･インターナショナル社, 2010 




























ニコランジル SG-75 の開発 








































































ml/ 分（臓器100g当たり）ml/ 分（全臓器当たり）分配率（％）ml/ 分（全臓器当たり）消費率（％）
脳 57 750 15 46 20
心臓 70 200 4 27 11
肝臓 95 1,350 27 33 14
腎臓 420 1,200 24 16 7
骨格筋 3 850 16 70 30
皮膚 7 350 7 5 2
その他 400 7 36 16




動脈血には20 vol% の酸素が含まれている 
































20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 
冠血流量 (ml/100g心筋/min) 
Bern et al. 















  安静狭心症 攣縮性 

























Nifedipine vs. nicorandil on AV conduction time  
房室伝道時間（Ca2+ channelに依存）  
房室ブロック 





























Ischemia-induced ST changes 



















（Impact Of Nicorandil in Angina）  
• 出典：Dargie et al. 2001 AHA 




















出典：Dargie et al. 2001 AHA 
将来への展望 





























９月２６日 （土）１３：００～１８：３０ （６コマ連続） 
１０月３日 （土）１３：００～１８：３０  
これまでのテーマ、東北大学機関リポジトリ 
医学部の課程は４年＋２年です。 
入学後遊びたい人は医学部に来
ないでください。 
皆さんの入学をお待ちしてます。 
自覚と成長とを期待してます。 
最先端よりも根と幹を大切に  
この内容は東北大学機関リポジトリTOURにアップします。 
